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A CASE OF URETHRORECTAL FISTULA
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 (Chief: Dr. T. Katsumi) 
              Shoutarou DOUBA
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               (Chief: Dr. S. Douba)
   A 59-year-old man was hospitalized with complaints of diarrheae and pollakisuria. Retrograde 
urethrography, urethroscopy and urethral pressure profile revealed a fistula between the urethra 
and the rectum situated immediately above the external urethral sphincter. Surgical repair was 
performed by an abdominal approach. Following the total prostatectomy, the fistula was complet-
ly resected under direct vision. A closure of the anterior rectal wall and an anastomosis between 
the urethra and the bladder neck was performed. Operative results were satisfactory. Operative 
methods for the urethrorectal fistula are discussed. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 127-129, 1989)













現症:右 陰嚢に手術搬痕.前 立腺は正常.肛 門括約
筋緊張低下.検 尿所見;異 常なし.尿 道鏡所見;外
括約筋部と精丘間,6時 方向にFrI7程 度の懐孔開










るた めに,前 立 腺全摘除術に順 じて前立腺を摘除し
た.更 に遠位 尿道と直腸間を剥離し,痩 孔を切除し
た.直 腸は二層に縫合 し膀胱頸部を形成し尿道断端














































































しな い で行 うKraske'sapProachii),直腸 後 壁 を切
開 して前 壁 か ら到 達 す るtrans-sphincteric-transrec-
talapproach(York-Manson法)があ る12).最近
の文 献 で は後 者 が 多 用 され て い る よ うで あ る.こ の方
法 で は視 野 が十 分 と りや す く,棲 孔 に は や く到 達 可能
であ り,十 分 剥離 可能 で あ る と 述 べ ら れ て い る1・4・la・
J4).し か し,本 法 は 廠 痕 高 度 な 場 合 は 剥 離 困難 で あ
る こ と,尿 道 合併 症 の あ る時 は 対 処 不 能 で あ る な どの
欠点 が 指摘 され て い る7).
わ れ わ れ の 行 った 方 法 はTang9)の 方 法 と 似 て い
るが,前 立 腺 摘 除 後 は繧 孔部 の視 野 が 十 分 とれ,直 腸
側 の縫 合 が 容 易 で あ った.し か しなが ら術 後 の イ ンポ
テ ンスの 危 険 性 が あ り,こ の点 の考 慮 が 必 要 で あ る.
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